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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

②森林税の認知度が低い傾向にある若年層の認知度を高め、森林
づくり等への理解を深めることが必要。

②動画やSNS等の若年層が触れる機会が高いと考えられる媒
体を活用した広報活動を推進する。
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達成状況
の分析

①全ての市町村で各地域の様々な課題に応じた独自の取り組みが行われた結果、目標を達成した。
②テレビ、ラジオ、広報紙等の様々な媒体による広報に努めた結果、目標を達成した。
③地域をまとめる人材が限られており、住民等で構成される協議会の設立に時間を要するため、目標を達成しなかった。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性
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③里山整備利用地域の認定を検討している地域が参考にできるよ
う、認定された里山整備利用地域の地域活動の取組の周知を図る
必要がある。

③里山整備利用地域の認定前から、認定後の地域活動が自
立的・継続的になるよう、地域の実情に合わせて、助言、
支援を行う。

成果指標
設定理由

①独自性と創意工夫により市町村が行う取組を支援するにあたり、全市町村での取組を目標として設定。
②森林の役割や森林づくりの重要性等について県民の理解を深めるため、使途の認知度を目標として設定。
　目標値は、長野県森林づくり県民税に関する基本方針に基づき設定。
③地域住民自らが里山の整備や利活用を行うための里山整備利用地域の認定数を目標として設定。
　目標値は、長野県森林づくり県民税に関する基本方針に基づき設定。

合計（A) 123,605

総合的に展開する
重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進
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事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・近年頻発する局地的な豪雨等から県民の生命や財産を守るため、森林の整備を着実に進めていくことが必要
・地域が自立的・持続的な森林管理を行っていくことのできる体制を構築することが必要
【目指す姿】
　適切な森林整備等を通じて、本県が有する豊かな森林資源を、健全な姿で次世代に引き継ぐ
＜長野県森林づくり県民税に関する基本方針＞
　・地域の景観に合致した間伐等　概ね110ha/5年間（H30～R4）
　・森林税の使途の認知度　30%以上
　・地域住民等が自発的に里山保全を図る里山整備利用地域の認定　約150地域/5年間（H30～R4）

【実施内容】
　里山整備利用地域の取組に対する支援、県による広報・普及啓発、県民会議の開催など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

里山整備利用地域の認定
数（箇所）

3-2 世界を魅了するしあわせ観光地域づくり

①森林づくり推進支援金事業実施後に市町村は、みんなで支える
森林づくり地域会議の意見も踏まえながら検証評価を行い、その
結果を翌年度以降の事業に反映させていく必要がある。

①検証評価の結果を踏まえながら、必要に応じて事業の改
善を行っていくことで、より効果的に地域課題の解消につ
なげる。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

rinsei@pref.nagano.lg.,jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 労働生産性、観光消費額

課・室

事業番号 10 01 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 みんなで支える森林づくり事業
部局 林務部

実施期間 H30 R4

森林政策課

172,869

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 123,605

172,869

未達成

達成

達成

0
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］
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推進支援金事業実施市町
村数（市町村）

3

2
森林税の使途の認知度
（%）

目標値H30年度 R１年度

77→

43.6↘

42↘ 36↘

✓ 全市町村で地域の課題に応じた森林づくりの取組を実施

・県内77市町村で「森林づくり推進支援金」を活用した取組を実施。

・主な内容は、野生鳥獣被害対策としての緩衝帯整備や松くい虫対策など。

✓ 森林税の使途や成果等の認知度向上に向けた広報活動を実施

・テレビ、ラジオ、広報紙等の媒体を活用した広報を実施。

・「学校の森・子どもサミット」の開催を通じた森林税の取組の普及。

✓ 里山整備利用地域の認定や地域活動を支援

・認定のポイント、協議会の設立、地域活動の計画等について助言。

・薪の生産や森林を活用した教育活動等、地域活動の取組を支援。

「学校の森・子どもサミット」R1.11.2伊那市

里山整備利用地域における活動状況
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防災・減災に向けて、市町村が優先的に整備する箇所の見える化を図
るための方針を作成。
【補助件数５件、補助総額5,037千円】

2
里山整備利用地域活動推
進事業

補助金
地域住民等で構成される協議会に対して、里山整備利用地域における
森林を活用した地域活動を支援。
【補助件数40件、補助総額23,731千円】

3
観光地等魅力向上森林景
観整備事業

補助金
県内の主要観光地26箇所で、懸案となっていた景観の改善・回復のた
めの森林整備を市町村が実施。
【補助件数26件、補助総額43,479千円】

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 里山整備方針作成事業 補助金

17,723 72,247

千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

みんなで支える森林づくり推進事業

2
8,489 7,678

千円 千円
みんなで支える森林づくり推進事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
みんなで支える森林づく
り推進事業

直接

・リーフレットを29,000部作成し、県内コンビニ等に配布。
・ラジオ番組（AM、FM）を計10回放映。
・「学校の森・子どもサミット」を開催。
・各地域の情報誌・ケーブルテレビ等で森林税に関する広報を実施。

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

千円
森林づくり推進支援金

林務部 課・室 森林政策課

細事業
No.

部局事　業　名 みんなで支える森林づくり事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 10 01 01 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
89,978 88,870

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

補助金

令和元年度　実施内容（実績）

全77市町村で、各地域の様々な課題に応じた独自の取組を実施。

細事業
No.

No.

1

実施
方法

細事業を構成する主な取組

森林づくり推進支援金
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